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　出
雲
市
ト
キ
分
散
飼
育
セ
ン
タ
ー

に
、市
内
の
田
ん
ぼ
に
ト
キ
が
い
る
と

連
絡
が
あ
り
、現
地
に
行
っ
て
み
る
と
、

ト
キ
で
は
な
く
マ
ナ
ヅ
ル
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　日
本
で
主
に
見
ら
れ
る
ツ
ル
は
タ
ン

チ
ョ
ウ
、マ
ナ
ヅ
ル
、ナ
ベ
ヅ
ル
の
３
種

で
す
。タ
ン
チ
ョ
ウ
は
北
海
道
に
留
鳥

（
一
年
中
ほ
ぼ
同
じ
地
域
に
住
む
）と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、マ
ナ
ヅ
ル
、

ナ
ベ
ヅ
ル
は
冬
に
日
本
に
や
っ
て
く
る

渡
り
鳥
で
す
。こ
れ
ら
の
ツ
ル
と
ト
キ

は
色
合
い
や
姿
が
似
て
い
ま
す
。タ
ン

チ
ョ
ウ
、マ
ナ
ヅ
ル
の
頭
頂
部
や
マ
ナ

ヅ
ル
の
顔
が
赤
い
の
は
皮
膚
が
露
出

し
て
い
る
た
め
で
、ト
キ
の
顔
が
赤
い

の
と
共
通
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、ト
キ
に
比
べ
る
と
、ツ
ル
の

方
が
、体
が
大
き
く
、全
長（
く
ち
ば
し

の
先
か
ら
尾
の
先
）は
ト
キ
が
75
㎝
に

対
し
、タ
ン
チ
ョ
ウ
が
１
３
８
㎝
と
約

２
倍
の
大
き
さ
で
す
。ま
た
、ツ
ル
は

ト
キ
よ
り
も
首
も
脚
も
長
い
の
で
見

分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ツ
ル
は
雑
食

で
、ト
キ
は
動

物
食
で
あ
る

な
ど
の
違
い

も
あ
り
ま
す
。

　次
回
は
、

ト
キ
の
羽
の

色
の
変
化
に

つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

左から
ナベヅル、タンチョウ、
マナヅル、トキ

ナベヅル、タンチョウの写真提供：出水市ツル博物館クレインパークいずみ（鹿児島県）

第11 回
２
倍
の
大
き
さ
で
す
。ま
た
、ツ
ル
は

２
倍
の
大
き
さ
で
す
。ま
た
、ツ
ル
は

第1111 回

り
ゅ
う
ち
ょ
う

湖陵町の「芋ほり観光農園」での楽しいひと時です。

芋ほり遠足で掘ってきたお芋でおいしいおやつを作りました。

ト
キ
と
ツ
ル
の
違
い
に
つ
い
て

54
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　高
松
地
区
は
近
年
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
が
増
え
、
核
家
族
で
の
子
育
て
世
代
が

多
く
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
お
母
さ
ん
た
ち
の

孤
独
な
子
育
て
の
不
安
を
な
く
し
、
友
達
作
り

の
場
所
に
な
る「
お
う
ち
」の
よ
う
な
場
所
に
な

れ
ば
い
い
な
と
い
う
思
い
で
月
２
回
、高
松
地
区

子
育
て
広
場
『
て
ほ
む
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

親
子
で
楽
し
く
遊
ぶ
、
こ
ど
も
の
健
康
を
考
え

る
、お
い
し
い
お
や
つ
や
食
事
作
り
、バ
ス
に
乗
っ

て
芋
ほ
り
、
時
に
は
お
母
さ
ん
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
や
創
作
活
動
等
、
毎
回
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　こ
の
活
動
は

主
任
児
童
委
員

が
中
心
と
な
り
、

民
生
委
員
児
童

委
員
、
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
や

地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
達

な
ど
が
、い
つ
も

温
か
い
笑
顔
で

迎
え
ま
す
。

ま
た
、
市
の

保
健
師
さ
ん

に
来
て
も
ら

う
の
で
、
子

ど
も
達
の
健

康
面
で
の
心

配
ご
と
な
ど

も
相
談
で
き

ま
す
。

　こ
の
よ
う

に
楽
し
く
過
ご
す
中
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
子

ど
も
や
、
子
育
て
不
安
や
疲
れ
を
見
せ
る
お
母

さ
ん
の
姿
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、ス
タ
ッ
フ
が

そ
れ
ぞ
れ
に
接
し
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
情
報

交
換
し
、
保
健
師
さ
ん
と
も
話
し
合
い
、
個
別

の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。　あ

か
ち
ゃ
ん
の
声
か
け
訪
問
で
、
初
め
て
出

会
い
、
子
育
て
広
場
を
知
り
、
出
か
け
て
き
た

時
に
ま
た
同
じ
笑
顔
に
会
え
る
、
地
域
に
温
か

く
見
守
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
い
う
安
心
感

を
、
子
育
て
中
の
人
達
の
支
え
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
執
筆
：
出
雲
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
高
松
地
区
）

高
松
地
区
の
子
育
て
活
動

　〜
高
松
の
お
う
ち『
て
ほ
む
』〜
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通信
vol.22 ～発見！ 発信！ とっておきの 場所・人・もの～

出雲ブランド化推進の情報を連載します。通信通信
vol.vol.vol.

おたずね／出雲ブランド化推進市民委員会（大好き☆出雲！倶楽部）事務局　出雲ブランド室　☎21-6274

大好き☆出雲！倶楽部による取材の様子（那賣佐神社・岩坪）

現代版「出雲国風土記」を作成しています！
いずものくに ふ   ど   き

　733年（天平5）に完成した「出雲国風土記」は、当時の寺院や神社・山野・河川・海・地形などについてまと
められた1300年前の島根県東部の様子がわかる書物です。全国に数ある風土記の中で完本状態で残って
いるのは「出雲国風土記」だけと言われています。
　出雲ブランド化推進市民委員会（大好き☆出雲！倶楽部）では、風土記作成当時の記述に思いをはせなが
ら、同委員会が取材した自然、地域、食、人など現代の出雲の魅力を盛り込み、年度内完成をめざして現
代版　「出雲国風土記」の編集作業を進めています。
　大好き☆出雲！倶楽部は、昨年１１月、神西の南部広域農道沿いにある「那賣佐神社」を訪れました。神
社の横を進むと神西城址に登ることができ、神西湖だけでなく日本海も臨めます。また、地域が誇る観光スポッ
トとして地域から推薦いただいた“岩坪”にも訪れてみました。オオクニヌシノミコトの正妻であるスセリヒメが
産湯に使ったといわれる「穴」です。
　少しだけでも神話を学んだうえで訪問すると、
また違った魅力が発見できます。
　
　出雲市には、たくさんの魅力があります。現代
版　「出雲国風土記」は、今なお残る風土記の時
代の面影を見つけていただくものにまとめていけれ
ばと考えています。

な　め　さ

　市では、市内で暮らす外国人を対象に、市内４か所で「日本語ボランティ
ア教室」が開かれています。教室には、日本語を学んで生活に役立てたい
という外国人の皆さんが通っています。
　教室で日本語を教えるスタッフは、ボランティアのみなさんです。教室ご
とに、テキストなどを使い、ひらがな、カタカナの読み書きから、簡単なあい
さつ、買い物でのやりとりなどの場面で使う日本語を教えます。遠足や交
流会などを行う教室もあります。
　日本語ボランティア教室は、外国人に日本語を教える場であるとともに、
外国人と日本語を使って交流し、お互いの共通点や違いなどを発見できる身近な国際理解の場です。
　市内４か所の日本語ボランティア教室では、スタッフを募集しています。資格、指導経験、語学力は問いません。各教室の日
時、会場など詳しい内容については、国際交流室へおたずねください。

●講　師：時　光氏［（特非）多文化共生マネージャー全国協議会事務局長］
●と　き：３月１８日（水）１３時３０分～１５時３０分
●ところ：市役所１階くにびき大ホール
●内容（予定）：外国人学習者の視点からの日本語ボランティア教室
　　　　　　 出雲市日本語ボランティアグループ紹介

　受講料は無料ですが、氏名・連絡先を３月１７日（火）までに国際交流室へ電話もしくは電子メールで
お知らせください。

おたずね／国際交流室　☎21-6576
電子メール：kokusai@city.izumo.shimane.jp

出雲で暮らす外国人と交流！（日本語ボランティア教室）

平成２６年度日本語ボランティアスタッフ研修会

vol.7

（日本語ボランティアに興味をお持ちのみなさんの参加大歓迎！）
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